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陳述蕃

平成三4F…3…1箇

今回問題とされている9項目の特教のうち, r三段亀法の市違いなどロジックと

して誤謬がある｣という特費について,以下と説明いたします｡

(1)一般に,三政弘洗礼大前提･小前捷･籍詮からなる推各式です｡

例えば,代表的な三段論法姓,

①　すべてのMはPである｡

②　すべてのS杜Mである｡

③　故に.すべてのSはPである｡

のように, 2つの瀞軽から1つの括曲を導き出す推理です｡

前遵②を小前提といい.南港①を大前轟といいます｡

懐疑幹の中に臥一見,大前浸･小前提･括静を溝成して論じられているよ

うでも,それぞれの前提自体に誤りがあったり,小前達が全称肯定判断(rす

べてのSはMである｡J)ではなく特称肯定判断(rあるSはMである｡｣)であ

I

ったりするために,三段漁法として成立せず,ロジックとして誤夢のあるもの

があります｡

(2)七台ら準備春画(3) 6真で述べた具体例を大前濃･小南轟･蘇亀の構成に

整理してみると,以下のようになります｡

大帝連:人間が放出した=故化炭素の約3割は海洋･森林に吸収される｡

中軸:人間が放出した二敢化炭素は選択的に吸収されるので,人脚が放

出した二酸化炭素のうち大気中に舞存するのは3. 3 3年分の放

出量である｡

結論:よって,人為的に放出された二故地炭素の大気中滞官時間杜食い｡
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しかし,英断こ臥地坪全件では海洋･森林は,現在.正味で二鼓化炭素を

吸収していて,その年間緋皇R,量の大きさとして,人間が1年間で放出す

る二世化炭素量の釣3専lです｡すなわち.小前濃にあるr人間が放出した二鼓

化炭素は蓮択的に吸収される｣というのは問逢いです｡

この意味で,上位者幹は小南轟自体に誤りがあり,三段漁法として成立せず,

ロジックとして誤謬があります｡

(3)以下, r三段論法の冊逢いなどロジックとして誤辞があるJという時針こつ

いて,より単純な具体例を述べます｡

ア　懐疑論の中に臥以下のような議論があります(乙6の2 ･ 2枚El ･左京

5行目以下等)｡

大前捷:温暖化とは世界の気温が上がることだ｡

小静捷:日本の気温は上がっていない｡

冶幹:だから温暖化は起きていない｡

この哉沿杜,気温上昇が見られない地点を殊更に放り上U,温暖化は起き

ていないとするものですが.人為的温暖化説が同意としているのは地球全体

の平均気温で起きている上昇傾向です(乙1 ･ 1 0貢等)｡

上記議亀は,小南濃が全称肯定判断(rすべての地域の気温が上がってい

ない｡J r地球全体の平垣気温が上がっていない｡｣)ではなく特称肯定判断で

あるため,三段漁法として成立せず,'ロジックとして秤があります｡

イ　臓の中にlも以下のような栽詮があります(乙6の3 ･ 2枚目･右京

1 7行目以下等)｡

大槻:温暖化説は産業革命以降の気温上昇を主我する｡

小南捷:真美革命以降,気温が下がっている時期がある｡

飴亀:だから人為斡温暖化税は何逸っている.

この藩論は,柳的な気温低下を殊更に破り上坑温靴は起きていない

とするものですが,人為的温靴説が同意としているの牲長期的な気温上昇
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倹向です(乙1 ･ 10貢等)｡

上記溝亀牡,小前程が全称肯定判断(r産薬革命以降,長期的に気温下降

傾向がある｡｣)で姓なく　r下がっている時期がある｡Jという特称肯定判断

であるため,三段論法として成立せず,ロジックとして誤謬があります｡

り　懐疑漁の中には,以下のような蔑亀があります(乙1 ･ 3 2貢･麓舌1 4)｡

大前提:人為斡温暖化或は=最化炭素が原因で気温が上がると主事する｡

小前提:過去においては温暖化が鹿田で二靴炭素濃度が上昇している｡

籍論:だから温暖化説は間違っている｡

この藩亀は,気温上昇を原田とする二敢化炭素濃度の上昇を人為的温靴

説が一切温めていないことを前轟としていますが,人為的温暖化説は,状況

によっては気温上昇を原田として二散化炭素濃度が上昇するということを

宥めています｡

すなわち,上記議論は大前握自序に誤りがあり,三翰法として成立せず,

ロジックとして誤辞があります｡

以　上


